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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ファンモータを支持する支柱および基台と、前記ファンモータを運転制御する制御部と、
この制御部に設けた受光部に送信して前記ファンモータを遠隔操作するリモコンと、この
リモコンを前記支柱の前面に着脱可能に保持する保持手段とを備え、前記リモコンを前記
保持手段に保持した状態で、リモコンの操作ボタンを操作して前記ファンモータの運転を
制御でき、前記保持手段を、前記リモコンの前面の一部を覆う受け部を設けた構成とし、
この受け部を、前記リモコンを載置した状態で前方に傾斜可能に設けた扇風機。
【請求項２】
ファンモータを支持する支柱および基台と、前記ファンモータを運転制御する制御部と、
この制御部に設けた受光部に送信して前記ファンモータを遠隔操作するリモコンと、この
リモコンを前記支柱の前面に着脱可能に保持する保持手段とを備え、前記リモコンを前記
保持手段に保持した状態で、リモコンの操作ボタンを操作して前記ファンモータの運転を
制御できる構成とし、前記保持手段を、前記リモコンを支柱に固定する固定手段を設け、
前記固定手段を、前記支柱に沿う方向のレールと、このレールに係合する溝の組み合わせ
により構成した扇風機。
【請求項３】
前記固定手段を、前記リモコンに溝を設け、前記支柱にレールを設けて構成した請求項２
記載の扇風機。
【請求項４】
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ファンモータを支持する支柱および基台と、前記ファンモータを運転制御する制御部と、
この制御部に設けた受光部に送信して前記ファンモータを遠隔操作するリモコンと、この
リモコンを前記支柱の前面に着脱可能に保持する保持手段とを備え、前記リモコンを前記
保持手段に保持した状態で、リモコンの操作ボタンを操作して前記ファンモータの運転を
制御でき、運転表示手段である表示ＬＥＤを前記支柱に設け、前記表示ＬＥＤを前記保持
手段に保持された前記リモコンの横に縦方向に配設した扇風機。
【請求項５】
前記リモコンの前記操作ボタンと前記表示ＬＥＤの各々中心の水平位置を合わせて構成し
た請求項４記載の扇風機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リモコンにより運転操作を可能とした扇風機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の扇風機としてリモコンを収納するリモコンホルダーを設けた扇風機が知
られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　以下、その扇風機について図１３～図１５を参照しながら説明する。
【０００４】
　図に示すように、リモコンホルダー１０１は、リモコン１０２の収納口１０３を有し、
収納口１０３の下方には支柱１０４の上方より挿入するための切欠部１０５を有する支持
片１０６を突設し、支柱１０４の下方において挟持するように形成され、扇風機の運転時
には、リモコン１０２を収納したリモコンホルダー１０１を支柱１０４より取り外し、卓
上にリモコンホルダー１０１を置き、リモコン１０２の使用時にはリモコンホルダー１０
１より取り外し、不使用時にはリモコン１０２をリモコンホルダー１０１に収納するよう
に構成している。
【特許文献１】特開平６－２５７５９１号公報（［０００８］～［００１０］、図１、図
２、図４）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このような従来の扇風機では、リモコン１０２の使用時には、リモコン１０２をリモコ
ンホルダー１０１よりいちいち取り外さなければならないという不都合があり、リモコン
１０２をリモコンホルダー１０１に収納した状態では使用できないという課題があり、リ
モコン１０２をリモコンホルダー１０１に収納した状態で使用可能とすることが要求され
ている。また、扇風機を移動や運転するときにリモコン１０２がリモコンホルダー１０１
より脱落するという課題があり、扇風機の移動時にリモコン１０２が脱落しないようにす
ることが要求されている。
【０００６】
　本発明は、このような従来の課題を解決するものであり、リモコンを支柱側に取り付け
た状態で操作でき、また、運搬や移動時にリモコンが脱落しないようにすることのできる
扇風機を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の扇風機は上記目的を達成するために、ファンモータを支持する支柱および基台
と、前記ファンモータを運転制御する制御部と、この制御部に設けた受光部に送信して前
記ファンモータを遠隔操作するリモコンと、このリモコンを前記支柱の前面に着脱可能に
保持する保持手段とを備え、前記リモコンを前記保持手段に保持した状態で、リモコンの
操作ボタンを操作して前記ファンモータの運転を制御でき、前記保持手段を、前記リモコ
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ンの前面の一部を覆う受け部を設けた構成とし、この受け部を、前記リモコンを載置した
状態で前方に傾斜可能に設けたものである。
【００１４】
　この手段により、リモコンを支柱の見やすい位置に保持した状態でリモコンの操作ボタ
ンを操作して運転制御でき、リモコンを支柱の見やすい位置に保持した状態でリモコンの
操作ボタンを操作して運転制御でき、リモコンの取り出し易い扇風機が得られる。
【００２１】
　また、他の手段は、ファンモータを支持する支柱および基台と、前記ファンモータを運
転制御する制御部と、この制御部に設けた受光部に送信して前記ファンモータを遠隔操作
するリモコンと、このリモコンを前記支柱の前面に着脱可能に保持する保持手段とを備え
、前記リモコンを前記保持手段に保持した状態で、リモコンの操作ボタンを操作して前記
ファンモータの運転を制御できる構成とし、前記保持手段を、前記リモコンを支柱に固定
する固定手段を設け、前記固定手段を、前記支柱に沿う方向のレールと、このレールに係
合する溝の組み合わせにより構成したものである。
【００２２】
　この手段により、リモコンを支柱の見やすい位置に保持した状態でリモコンの操作ボタ
ンを操作して運転制御でき、リモコンが不用意にがたついたり脱落しない扇風機が得られ
る。
【００２３】
　また、他の手段は、固定手段を、リモコンに溝を設け、支柱にレールを設けて構成した
ものである。
【００２４】
　この手段により、リモコンが不用意にがたついたり脱落しない扇風機が得られる。
【００３５】
　また、他の手段は、ファンモータを支持する支柱および基台と、前記ファンモータを運
転制御する制御部と、この制御部に設けた受光部に送信して前記ファンモータを遠隔操作
するリモコンと、このリモコンを前記支柱の前面に着脱可能に保持する保持手段とを備え
、前記リモコンを前記保持手段に保持した状態で、リモコンの操作ボタンを操作して前記
ファンモータの運転を制御でき、運転表示手段である表示ＬＥＤを前記支柱に設け、前記
表示ＬＥＤを前記保持手段に保持された前記リモコンの横に縦方向に配設したものである
。
【００３６】
　この手段により、リモコンを支柱の見やすい位置に保持した状態でリモコンの操作ボタ
ンを操作して運転制御でき、視認性が良く、リモコン操作の内容確認が容易にできる扇風
機が得られる。
【００３７】
　また、他の手段は、リモコンの操作ボタンと表示ＬＥＤの各々中心の水平位置を合わせ
て構成したものである。
【００３８】
　この手段により、視認性が良く、リモコン操作の内容確認が容易にできる扇風機が得ら
れる。
【発明の効果】
【００３９】
　本発明によれば、リモコンを支柱の見やすい位置に保持した状態でリモコンを操作して
運転制御ができるという効果のある加湿装置を提供できる。
【００４０】
　また、リモコンが取り出し易くなるという効果のある扇風機を提供できる。
【００４１】
　また、リモコンが不用意にがたついたり脱落しないという効果のある扇風機を提供でき
る。
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【００４５】
　また、視認性が良く、リモコン操作の内容確認が容易にできるという効果のある扇風機
を提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４９】
　本発明の請求項１記載の発明は、ファンモータを支持する支柱および基台と、前記ファ
ンモータを運転制御する制御部と、この制御部に設けた受光部に送信して前記ファンモー
タを遠隔操作するリモコンと、このリモコンを前記支柱の前面に着脱可能に保持する保持
手段とを備え、前記リモコンを前記保持手段に保持した状態で、リモコンの操作ボタンを
操作して前記ファンモータの運転を制御でき、前記保持手段を、前記リモコンの前面の一
部を覆う受け部を設けた構成とし、この受け部を、前記リモコンを載置した状態で前方に
傾斜可能に設けたものであり、リモコンを前方より見やすい支柱前面に設けることができ
、支柱に保持した状態でリモコンの操作ボタンを操作して運転を制御することができ、ま
た、本体側には基台に応急用の操作ボタンのみ設置すればよいので、本体側に多くの操作
ボタンを設ける場合に比べて基台に設けられる制御基板の省スペース化を図ることができ
安価に構成することができ、リモコンの着脱時に、受け部により支柱からリモコンが脱落
しないように保持することができ、　リモコンの取り出し時に受け部が前方に傾斜するこ
とにより、リモコンの取り出しの操作性が良くなるという作用を有する。
【００５３】
　また、請求項２記載の発明は、ファンモータを支持する支柱および基台と、前記ファン
モータを運転制御する制御部と、この制御部に設けた受光部に送信して前記ファンモータ
を遠隔操作するリモコンと、このリモコンを前記支柱の前面に着脱可能に保持する保持手
段とを備え、前記リモコンを前記保持手段に保持した状態で、リモコンの操作ボタンを操
作して前記ファンモータの運転を制御できる構成とし、前記保持手段を、前記リモコンを
支柱に固定する固定手段を設け、前記固定手段を、前記支柱に沿う方向のレールと、この
レールに係合する溝の組み合わせにより構成したものであり、リモコンを前方より見やす
い支柱前面に設けることができ、支柱に保持した状態でリモコンの操作ボタンを操作して
運転を制御することができ、また、本体側には基台に応急用の操作ボタンのみ設置すれば
よいので、本体側に多くの操作ボタンを設ける場合に比べて基台に設けられる制御基板の
省スペース化を図ることができ安価に構成することができ、リモコンを固定手段により確
実に支柱に固定することができるので、リモコンを支柱に保持して操作するときだけでな
く、扇風機を移動するときなどに、リモコンが不用意にがたついたり脱落しないという作
用を有し、溝とレールで固定することにより、リモコンが支柱に確実に固定されて操作ボ
タンの操作時に前後左右のがたつきを抑えることができるという作用を有する。
【００５４】
　また、請求項２記載の発明は、固定手段を、リモコンに溝を設け、支柱にレールを設け
て構成したものであり、溝とレールで固定することで、リモコンが確実に支柱に固定され
て操作ボタンの操作時に前後左右のがたつきを抑えることができ、また、リモコンに設け
た溝により、リモコン操作時の滑り防止を兼用できるという作用を有する。
【００６０】
　また、請求項４記載の発明は、ファンモータを支持する支柱および基台と、前記ファン
モータを運転制御する制御部と、この制御部に設けた受光部に送信して前記ファンモータ
を遠隔操作するリモコンと、このリモコンを前記支柱の前面に着脱可能に保持する保持手
段とを備え、前記リモコンを前記保持手段に保持した状態で、リモコンの操作ボタンを操
作して前記ファンモータの運転を制御でき、運転表示手段である表示ＬＥＤを前記支柱に
設け、前記表示ＬＥＤを前記保持手段に保持された前記リモコンの横に縦方向に配設した
ものであり、リモコンを前方より見やすい支柱前面に設けることができ、支柱に保持した
状態でリモコンの操作ボタンを操作して運転を制御することができ、また、本体側には基
台に応急用の操作ボタンのみ設置すればよいので、本体側に多くの操作ボタンを設ける場
合に比べて基台に設けられる制御基板の省スペース化を図ることができ安価に構成するこ
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とができ、表示ＬＥＤを支柱に沿って縦方向に設けたので視認性が良く、リモコン操作の
内容確認が容易にできるという作用を有する。
【００６１】
　また、請求項５記載の発明は、リモコンの操作ボタンと表示ＬＥＤの各々中心の水平位
置を合わせて構成したものであり、支柱の表示ＬＥＤとリモコンの操作ボタンを縦方向に
隣接させるとともに、各々水平位置を一致させているので、リモコン取り付け時の位置合
わせが容易にできるとともに、リモコンの操作ボタンを基準として表示ＬＥＤの点灯位置
の変化を容易に確認でき、操作性が良くなるという作用を有する。
【００６２】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００６３】
　（参考例１）
　図１～図３に示すように、ファン１とガード２を設けたファンモータ３を支持する支柱
４および、基台５と、ファンモータ３の運転を制御するように支柱４内に設けられる制御
部６と、この制御部６に設けた受光部７に送信してファンモータ３を遠隔操作するリモコ
ン８と、リモコン８を支柱４の前面に着脱可能に保持する保持手段９とを備え、保持手段
９を、リモコン８を収納する凹形状の収納部１０と、リモコン８の前面の一部を覆う受け
部１１を設けて形成し、リモコン８を保持手段９に保持した状態で、リモコン８の操作ボ
タン１２を操作してファンモータ３の運転を制御できるように構成する。
【００６４】
　上記構成において、扇風機を運転するときには、支柱４に設けた保持手段９に保持され
ているリモコン８のリモコンの操作ボタン１２を操作することにより、操作信号が受光部
７で受信され、制御部６を介してファンモータ３の運転が制御される。また、扇風機を遠
隔操作するときには、リモコン８を保持手段９より取り外し、所望の遠隔位置でリモコン
の操作ボタン１２を操作することにより、操作信号が受光部７で受信され、制御部６を介
してファンモータ３の運転が制御され、風量の調整などを遠隔操作することができるもの
である。
【００６５】
　このように実施の形態１では、ファンモータ３を支持する支柱４および基台５と、ファ
ンモータ３を運転制御する制御部６と、制御部６に設けた受光部７に送信してファンモー
タ３を遠隔操作するリモコン８と、リモコン８を支柱４の前面に着脱可能に保持する保持
手段９とを備え、リモコン８を保持手段９に保持した状態でリモコンの操作ボタン１２を
操作してファンモータ３の運転を制御できる構成としたので、リモコン８を前方より見や
すい支柱４の前面に設置することができ、支柱４に保持した状態でリモコンの操作ボタン
１２を操作して運転を制御することができるとともに、通常のリモコンとして遠隔操作を
する場合は、受光部７は支柱４内のやや高い位置に設けられているので、受光部が基台５
に設けられる一般的な扇風機に比べて、間に小さな障害物があっても確実に送信すること
ができる。
【００６６】
　また、保持手段９を、リモコン８を収納する凹形状の収納部１０を設けて構成したので
、リモコン８は凹形状の収納部１０で保持されることとなり、保持状態での前面からの操
作も容易にできる。
【００６７】
　また、扇風機の本体側には基台５に応急用の操作ボタン１３のみを設置すればよいので
、本体側に多くの操作ボタンを設ける場合に比べて基台５に設けられる制御基板の省スペ
ース化も図ることができることとなる。
【００６８】
　また、保持手段９を、リモコン８の前面の一部を覆う受け部１１を設けて構成したので
、リモコン８の着脱時に受け部１１により支柱４からリモコン８が脱落しないように保持
することができることとなる。
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【００６９】
　（実施の形態１）
　図４～図６に示すように、受け部１１Ａの両側壁１５に外方に突出するピン１６を突出
して設け、リモコン８Ａの収納部１０Ａ側にピン１６が回動自在に保持される保持溝１７
を設け、リモコン８Ａを載置した状態で受け部１１Ａが傾斜可能に設け構成する。
【００７０】
　上記構成において、リモコン８Ａの取り出し時に受け部１１Ａが前方に傾斜することに
より、リモコン８Ａの取り出しの操作性がよく、便利に使用することができる。
【００７１】
　（参考例２）
　図７に示すように、保持手段を、リモコン８Ｂを支柱４Ａに固定する固定手段１８によ
り形成し、固定手段１８を磁石１９と鉄板２０の組合せにより形成するように、リモコン
８Ｂの背面に磁石１９を設け、支柱４Ａに鉄板２０を設けて構成する。
【００７２】
　上記構成において、保持手段として、リモコン８Ｂを支柱４Ａに固定する固定手段１８
を設けたので、リモコン８Ｂを固定手段１８により確実に支柱４Ａに固定することができ
ることとなり、リモコン８Ｂを支柱４Ａに保持して操作するときだけでなく、扇風機の本
体を移動するときなどに、リモコン８Ｂが不用意にがたついたり脱落しないこととなる。
【００７３】
　また、固定手段１８を、磁石１９と鉄板２０の組み合わせにより構成したので、磁石１
９と鉄板２０という安価な部材で構成できるとともに、固定位置に融通性があり、細かい
位置決めをすることなく固定することができることとなる。
【００７４】
　また、固定手段１８を、リモコン８Ｂの背面に磁石１９を設け、支柱４Ａに鉄板２０を
設けて構成したので、支柱４Ａの内部に広範囲に鉄板２０を設けることができ、細かい位
置決めをすることなく、支柱４Ａの表面に確実にリモコン８Ｂを取り付けることができ、
リモコン８Ｂおよび支柱４Ａの表面を滑らかに保つことができ、リモコン８Ｂの手触りも
変ることなく、また、リモコン８Ｂを支柱４Ａに保持して操作するときだけでなく、扇風
機の本体を移動するときなどに、リモコン８Ｂが不用意にがたついたり脱落しないことと
なる。
【００７５】
　（実施の形態２）
　図８に示すように、固定手段１８Ａを、支柱４Ｂに沿う方向のレール２１と、レール２
１に係合する溝２２の組み合わせにより形成し、リモコン８Ｃに溝２２を設け、支柱４Ｂ
にレール２１を設けて構成する。
【００７６】
　上記構成において、固定手段１８Ａを、支柱４Ｂに沿う方向のレール２１と、レール２
１に係合する溝２２の組み合わせにより構成したので、溝２２とレール２１で固定するこ
とにより、リモコン８Ｃが支柱４Ｂに確実に固定されてリモコンの操作ボタン１２の操作
時に前後左右のがたつきを抑えることができることとなる。
【００７７】
　また、固定手段１８Ａを、リモコン８Ｃに溝２２を設け、支柱４Ｂにレール２１を設け
たので、溝２２とレール２１で固定されることとなり、リモコン８Ｃが確実に支柱４Ｂに
固定されてリモコンの操作ボタン１２の操作時に前後左右のがたつきを抑えることができ
、また、リモコン８Ｃに設けた溝２２により、リモコン８Ｃ操作時の滑り防止を兼用でき
ることとなる。
【００７８】
　（実施の形態３）
　図９に示すように、固定手段１８Ｂを、出没可能な突起部２３と、突起部２３に係合す
る凹部２４の組み合わせにより形成し、支柱４Ｃに出没可能な突起部２３を設け、リモコ
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ン８Ｄに凹部２４を設けて構成する。
【００７９】
　上記構成においては、固定手段１８Ｂを、出没可能な突起部２３と、突起部２３に係合
する凹部２４の組み合わせにより形成したので、突起部２３と凹部２４で固定することと
なり、リモコン８Ｄが支柱４Ｃに確実に固定されてリモコンの操作ボタン（図示せず）の
操作時に前後左右のがたつきを抑えることができ、また、凹部２４を、リモコン８Ｄの操
作時の滑り防止に兼用できることとなる。
【００８０】
　また、固定手段１８Ｂを、支柱４Ｃに出没可能な突起部２３を設け、リモコン８Ｄに凹
部２４を設けたので、支柱４Ｃに設けた突起部２３とリモコン８Ｄに設けた凹部２４を係
合し固定することで、リモコン８Ｄが支柱４Ｃに確実に固定されてリモコンの操作ボタン
の操作時に前後左右のがたつきを抑えることができ、また、リモコン８Ｄを支柱４Ｃに保
持して操作するときだけでなく、扇風機の本体を移動するときなどに、リモコン８Ｄが不
用意にがたついたり、脱落しないこととなる。
【００８１】
　（参考例３）
　図１０に示すように、リモコン８Ｅより発振された信号を受信する受光部７Ａを保持手
段９Ｂに設けられる収納部１０Ｂの壁面に透光性樹脂２５を設け構成する。
【００８２】
　上記構成において、リモコン８Ｅからの操作信号は、受光部７Ａが支柱４Ｄの前方にあ
っても、収納部１０Ｂに収納した状態にあっても、進入角度が略９０度異なる２方向の操
作信号を直接受信できるので誤操作を生じることがないこととなる。
【００８３】
　（参考例４）
　図１１に示すように、リモコン８Ｆを縦長形状とし、リモコン８Ｆの前面を支柱４Ｅの
前面と略同一面に保持させるように形成し、リモコン８Ｆの一端に指を引掛けるための突
起片２６を設け構成する。
【００８４】
　上記構成において、リモコン８Ｆを縦長形状とし、リモコン８Ｆの前面を支柱４Ｅの前
面と略同一面に保持させるように形成したので、支柱４Ｅとリモコン８Ｆで略同一平面ま
たは同一曲面を形成することとなり、掃除などの手入れがしやすく、外観形状を凸凹のな
い滑らかなデザインにできることとなる。
【００８５】
　また、リモコン８Ｆの一端に指を引っ掛けるための突起片２６を設けたので、突起片２
６があることにより、リモコン８Ｆの着脱時の操作性が良好になることとなる。
【００８６】
　（実施の形態４）
　図１２に示すように、運転表示手段である表示ＬＥＤ２７を支柱４Ｆに設け、表示ＬＥ
Ｄ２７を保持手段９Ｃに保持されたリモコン８Ｇの横に縦方向に配設し、リモコン８Ｇの
リモコンの操作ボタン１２Ｂと表示ＬＥＤ２７の各々中心の水平位置を合わせて構成する
。
【００８７】
　上記構成においては、運転表示手段である表示ＬＥＤ２７を支柱４Ｆに設け、表示ＬＥ
Ｄ２７を保持手段９Ｃに保持されたリモコン８Ｇの横に縦方向に配設したので、表示ＬＥ
Ｄ２７を支柱４Ｆに沿って縦方向に設けることとなり、視認性が良く、リモコン８Ｇの操
作の内容が容易に確認できることとなる。
【００８８】
　また、リモコンの操作ボタン１２Ｂと表示ＬＥＤ２７の各々中心の水平位置を合わせて
いるので、支柱４Ｆに設けた表示ＬＥＤ２７とリモコンの操作ボタン１２Ｂを縦方向に隣
接するとともに、各々の水平位置を一致させていることにより、リモコン８Ｇの取付時の
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位置合わせが容易に出来るとともに、リモコンの操作ボタン１２Ｂを基準として表示ＬＥ
Ｄの点灯位置の変化を容易に確認でき、操作性が良くなることとなる。
【産業上の利用可能性】
【００８９】
　遠隔操作用のリモコンを本体側に装着して本体の運転を制御可能とする技術を用いるこ
とにより、床面設置の移動可能な空調機器の用途にも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】参考例１の扇風機の支柱部側の断面図
【図２】同扇風機の斜視図
【図３】同扇風機の支柱側の部分斜視図
【図４】本発明の実施の形態１の扇風機のリモコンの受け部の分解斜視図
【図５】同扇風機のリモコンを保持した状態を示す部分断面図
【図６】同扇風機のリモコンの取り出し時の状態を示す部分断面図
【図７】参考例２の扇風機のリモコンの固定手段を示す部分断面図
【図８】本発明の実施の形態２の扇風機のリモコンの固定手段を示す部分分解斜視図
【図９】本発明の実施の形態３の扇風機の固定手段を示す部分断面図
【図１０】参考例３の扇風機の受光部部分を示す部分断面図
【図１１】参考例４の扇風機のリモコンの状態を示す部分斜視図
【図１２】本発明の実施の形態４の扇風機の表示部分を示す部分正面図
【図１３】従来の扇風機の斜視図
【図１４】同リモコンホルダーの卓上使用時の斜視図
【図１５】同リモコンホルダー単体の斜視図
【符号の説明】
【００９１】
　３　　　ファンモータ
　４　　　支柱
　４Ａ　　支柱
　４Ｂ　　支柱
　４Ｃ　　支柱
　４Ｅ　　支柱
　４Ｆ　　支柱
　５　　　基台
　６　　　制御部
　７　　　受光部
　７Ａ　　受光部
　８　　　リモコン
　８Ａ　　リモコン
　８Ｂ　　リモコン
　８Ｃ　　リモコン
　８Ｄ　　リモコン
　８Ｅ　　リモコン
　８Ｆ　　リモコン
　８Ｇ　　リモコン
　９　　　保持手段
　９Ａ　　保持手段
　９Ｂ　　保持手段
　９Ｃ　　保持手段
　１０　　収納部
　１０Ｂ　収納部
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　１１　　受け部
　１１Ａ　受け部
　１２　　リモコンの操作ボタン
　１２Ｂ　リモコンの操作ボタン
　１８　　固定手段
　１８Ａ　固定手段
　１８Ｂ　固定手段
　１９　　磁石
　２０　　鉄板
　２１　　レール
　２２　　溝
　２３　　突起部
　２４　　凹部
　２５　　透光性樹脂
　２６　　突起片
　２７　　表示ＬＥＤ

【図１】 【図２】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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